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　5／各クラブ活動紹介
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̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第29号

おかやま県老連だより
（通巻98号）
令和5年8月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

平
素
よ
り
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
県
老
連
の
各
種
事
業
に
ご

協
力
・
ご
支
援
を
頂
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
年
余
り
続
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は

５
月
５
日
を
も
っ
て
緊
急
事
態

宣
言
を
終
了
し
、
我
が
国
で
は

５
月
８
日
か
ら
２
類
相
当
か
ら

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
５
類
に
移
行
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の

が
根
絶
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く

流
行
は
未
だ
続
い
て
お
り
、
感

染
力
の
強
い
変
異
株
も
出
現
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
新
規

感
染
者
数
は
、
今
ま
で
の
毎
日

発
表
か
ら
、
定
点
医
療
機
関
の

報
告
に
基
づ
い
て
週
１
回
公
表

す
る
方
法
へ
変
更
に
な
り
、
法

に
基
づ
き
行
政
が
さ
ま
ざ
ま
な

要
請
を
す
る
仕
組
み
か
ら
、
個

人
の
選
択
を
重
視
し
、
自
主
的

な
取
組
を
基
本
と
す
る
方
法
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

我
々
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
、
以

前
よ
り
活
動
し
や
す
く
な
り
、

世
の
中
の
動
き
も
コ
ロ
ナ
前
の

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
染
防

止
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、

英
知
を
結
集
し
、
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

私
達
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
一

方
我
が
国
は
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
２
０
２
５
年
に
は

団
塊
世
代
が
全
員
75
歳
以
上
と

な
り
、
ま
す
ま
す
高
齢
者
の
占

め
る
割
合
が
増
え
、
岡
山
県
に

お
い
て
も
、
２
０
２
５
年
に
は

総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
31
・
３
％
、
75
歳
以

上
19
・
１
％
、
ま
た
高
齢
者
世

帯
は
全
世
帯
の
27
・
９
％
に
達

し
ま
す
。
特
に
山
間
地
域
に
お

い
て
は
、
高
齢
者
と
高
齢
者
世

帯
の
割
合
は
、
こ
れ
よ
り
か
な

り
高
い
と
考
え
ら
れ
、
今
後
も

増
加
傾
向
は
当
分（
２
０
４
０

年
ま
で
）
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る
年
齢
は

年
々
高
く
な
り
、
ま
た
元
気
な

う
ち
は
働
く
こ
と
が
定
着
し
つ

つ
あ
り
、
高
齢
者
即
、
老
人
ク

ラ
ブ
入
会
は
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
会
員
加
入

促
進
運
動
（
単
位
ク
ラ
ブ
年
間

１
名
純
増
）
を
通
し
１
人
で
も

多
く
の
仲
間
を
増
や
す
と
と
も

に
、
休
止
・
解
散
ク
ラ
ブ
を
少

な
く
し
、
そ
れ
ら
を
復
活
す
べ

く
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。（
令
和
５
年
３
月
末

の
岡
山
市
を
除
く
会
員
数
は
前

年
に
比
べ
６
、０
３
３
人
減
で

８
９
、３
７
７
人
で
す
）。

　

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
積
極
的
に
老

人
福
祉
大
学
、高
齢
者
地
域
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
等
に
参
加
し
、
教

養
を
高
め
、
健
康
増
進
に
努
め
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
三
大
目
標
で
あ

る
「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
を

今
以
上
に
広
め
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
多

様
な
社
会
活
動
に
参
加
し
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
豊
か
な

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

全
員
で
仲
間
づ
く
り
を
進
め
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
未
来
に
対

応
し
た
魅
力
あ
る
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

地
域
の
人
々
と
心
を
一
に
し
て
、

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
後
の
老
人
ク
ラ
ブ

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
安
田�

泰
治

1　2023 年（令和 5年）8月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

令
和
５
年
５
月
25
日（
木
）

に
開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
度
第

１
回
理
事
会
及
び
６
月
16
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
定
時
評

議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
が

順
次
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
い

ず
れ
も
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
開
催
）　

　

令
和
４
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
岡
山

県
老
連
が
担
当
し
て
い
た
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
中
止
と

な
り
、
ま
た
、
一
部
延
期
し
た

事
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
、
概
ね
計
画
ど

お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
、
円
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

※
決
算
書
に
は
、
こ
れ
以
外
に

シ
ル
バ
ー
基
金
特
定
資
産

取
崩
収
入
及
び
シ
ル
バ
ー

基
金
特
定
資
産
収
入
積
立

支
出
（
い
ず
れ
も
同
額
の

５
８
、８
０
０
千
円
）
を
計

上
し
て
い
る
が
、
円
グ
ラ
フ

に
は
含
め
て
い
な
い
。

　

令
和
５
年
３
月
16
日
（
木
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
県
老
連
理
事
会
・
評

議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

事
業
計
画
概
要

事
業
計
画
概
要

◆
重
点
目
標

1�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

取
り
組
み

　

・�

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
の
推
進
と
健
康
寿
命

の
延
伸

2�

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動

　

・�

友
愛
活
動
、
次
世
代
育
成

支
援
活
動
等
の
推
進

3
組
織
運
営
体
制
の
確
立

　

・�「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
推
進

◆
事
業
計
画

1�

第
48
次
岡
山
県
老
人
福
祉
大

学
の
開
催

　

会
場　

�

岡
山
、
倉
敷
、
津
山
、

高
梁

　

期
間　

９
月
～
12
月

　

受
講
生
募
集　

１
、１
４
０
名

　

テ
ー
マ　

　
　

◇
健
康
づ
く
り

　
　

◇
笑
い
と
健
康

　
　

◇
老
後
の
雑
学

2�

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

開
催
（
年
１
回
）

3�

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
事
業

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
健
康
・
介
護
）
６
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
7
万
円
以
内

　

・�

事
業
報
告
会
の
開
催
（
年

１
回
）

4�

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

　

実
施
地
区　

　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　
�

１
地
区
17
万
円
以
内
で
２
種

目
ま
で
（
１
種
目
に
付
き

7
万
円
以
上
）

5
次
世
代
育
成
支
援

　

・�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会
の
開
催

（
年
１
回
）

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
次
世
代
育
成
）
６
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
７
万
円
以
内

6�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
友
愛
活
動
）
３
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
７
万
円
以
内

7�

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
活
動

　

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

　

・�

特
殊
詐
欺
・
悪
徳
商
法
な

ど
防
犯
安
全
対
策

8�

災
害
復
興
支
援
事
業
（
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
）

　

・�

災
害
復
興
関
連
事
業
の
募

集
・
実
施

9
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
育
成

　

・�

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

会�

場　

５
会
場（
岡
山
、倉

敷
、津
山
、高
梁
、美
作
）

　
　

時
期　

６
月
～
９
月

　
　

受
講
予
定　

３
６
０
名

　

・�

全
老
連
第
52
回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
派
遣
（
秋
田

県
）　

　

・�

全
老
連
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り・生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

派
遣

　

・�

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

実
施
地
区　

　
　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　
　

１
地
区
７
万
円
以
内　

��

第
60
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
（
岡
山
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
）

　

・�

10
月
13
日（
金
）�

岡
山
市

民
会
館

�
会
員
加
入
促
進
事
業

　

・�

会
員
加
入
促
進
委
員
会
の

開
催
（
若
手
委
員
会
と
合

同
開
催
）

　

・�「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
の
推
進

　

・�

会
員
加
入
促
進
モ
デ
ル
単

位
ク
ラ
ブ
表
彰

�
表
彰

　

・�

全
老
連
会
長
表
彰
（
育
成

功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

　

・�
全
老
連
活
動
賞
（
仲
間
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
そ
の
他
）

�
広
報
活
動

　

・�

機
関
紙
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ

ア
岡
山
」
の
発
行

　
　

年
２
回　

各
３
万
５
千
部

��

市
町
村
老
連
正
・
副
会
長
会

議
（
年
１
回
）

��

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
（
山
口
市
）

��

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
会

議
（
年
１
回
）

��

法
人
運
営
管
理（
評
議
員
会
、

理
事
会
、
監
査
会
）

�
そ
の
他

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

収
支
予
算

収
支
予
算

　

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

令和5年6月16日　定時評議員会

令和5年5月25日  令和５年度第1回理事会

■ 令和４年度決算報告 ■

■ 令和５年度予算 ■

支出
29,944
（単位：千円）

事業費 27,068

管理費1,856

収入
30,039
（単位：千円）

補助金等
13,196

会費 7,442

事業収入 2,285

シルバー基金財政積立
預金取崩収入 2,153

シルバー基金運用利息1,268
救援拠金（寄付金）505
前期繰越金収入1,940

寄付金 50

支出
30,039
（単位：千円）

事業費 27,018

管理費1,959

シルバー基金運用利息
積立支出 809 次期繰越金支出 253

運用資金積立預金
取崩収入1,200

収入
29,944
（単位：千円）

会費 7,391

補助金等
12,988

事業収入 3,558

シルバー基金財政
積立預金取崩収入1,268

シルバー基金運用利息1,020
運用資金積立預金取崩収入1,400

救援拠金（寄付金）500 前期繰越金収入1,748
寄付金 60/雑収入11

シルバー基金運用利息
積立支出1,020

事
業
計
画
・

事
業
計
画
・

収
支
予
算
決
ま
る

収
支
予
算
決
ま
る

令和
5年度

事
業
報
告
・
決
算

事
業
報
告
・
決
算

承
認
さ
れ
る

承
認
さ
れ
る

令和
4年度

令和5年3月16日  理事会 令和5年3月16日  評議員会

2023 年（令和 5年）8月　2



新
役
員
決

新
役
員
決
ま
る
ま
る

岡
　
山

岡
　
山

県
老
連

県
老
連  

　

６
月
16
日（
金
）開
催

の
定
時
評
議
員
会
に
お

い
て
、
前
任
者
の
辞
任

の
申
し
出
に
伴
い
推
薦

の
あ
っ
た
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
理
事
・
評
議
員
と

し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
23
日（
金
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
開
催
の
理
事
会
に

お
い
て
、
新
し
い
常
務
理

事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
４
年
度

市
町
村
老
連
会
長

市
町
村
老
連
会
長
・・

事
務
担
当
者
合
同
会
義

事
務
担
当
者
合
同
会
義
を
開
催

を
開
催

　

令
和
５
年
２
月
22
日（
水
）、き
ら
め

き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度�

市

町
村
老
連
会
長
・
事
務
担
当
者
合
同
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
、
市
町
村

老
連
正
・
副
会
長
会
議
と
市
町
村
老
連

事
務
担
当
者
会
議
と
し
て
別
々
に
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

令
和
４
年
度
は
会
長
と
事
務
担
当
者
の

合
同
会
議
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

24
市
町
村
老
連
か
ら
46
名
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

1
日
の
会
議
で
し
た
が
、
会
長
会
議
は

２
年
ぶ
り
、
担
当
者
会
議
は
３
年
ぶ
り

の
開
催
で
、
赤
磐
市
老
連
か
ら
会
員
加

入
に
向
け
て
の
事
例
発
表
も
あ
り
、
情

報
交
換
、
意
見
交
換
も
行
わ
れ
、
有
意

義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

◆
当
日
の
議
事
録

1�

事
業
方
針
等
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
県
老
連
事
業
の
内
容
、

事
務
取
扱
等
に
つ
い
て
、
県
老
連
事

務
局
か
ら
説
明

2�

行
政
説
明

�「
県
の
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
」

県
長
寿
社
会
課

総
括
副
参
事　

富
田　

辰
郎�

氏

岡
山
県
の
高
齢
化
の
状
況
、認
知
症
対

策
の
推
進
、老
人
ク
ラ
ブ
関
係
の
補
助

金
な
ど
に
つ
い
て
説
明

3�

事
例
発
表

赤
磐
市
老
連�

若
手
委
員
会
委
員
長

　

佐
々
部
八
枝�

氏

若
手
委
員
会
副
委
員
長

��

前
田　

達
男�

氏

事
務
局
長　

横
山　

和
彦�

氏

市
老
連
の
会
員
加
入
促
進
の
取
組
に
つ

い
て
事
例
発
表

4�

質
疑
応
答
・
情
報
交
換

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
６
年

間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

県
老
連
で
の
仕
事
の
話
を

い
た
だ
い
た
際
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
こ
と
は
何
も
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
た
だ
母
親
が
地
元

の
ク
ラ
ブ
で
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
恩
返
し
に

と
思
い
、
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

市
町
村
老
連
の
会
長
ほ
か
役

員
の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ
り

も
各
事
務
局
の
皆
様
に
は
い

ろ
い
ろ
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
の
１
年
後
、
西
日
本

豪
雨
災
害
が
発
生
、
県
内
そ

し
て
全
国
の
仲
間
か
ら
暖
か

い
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、

令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
県
老
連
の
活
動
も
中

止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
昨
年
度
の
県

老
連
創
立
60
周
年
記
念
式
典

の
開
催
な
ど
、
多
く
の
事
業

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
迷
惑
も
お
か
け
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
お

許
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
、
そ
し
て
老
人
ク
ラ

ブ
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈

り
し
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、常
務
理
事
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
前
任
者
と

同
じ
く
岡
山
県
職
員
と
し
て

勤
務
し
た
後
は
、
農
業
関
係

団
体
に
８
年
間
在
籍
し
ま
し

た
。

　

県
庁
時
代
も
高
齢
者
福
祉

に
直
接
従
事
し
た
こ
と
は
な

く
、
い
さ
さ
か
門
外
漢
の
感

も
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
５

人
の
孫
を
持
つ
昭
和
31
年
生

ま
れ
の「
前
期
高
齢
者
」で
す
。

　

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ

る
中
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
穏
や

か
な
家
庭
生
活
を
送
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
仕
事
や
趣
味

あ
る
い
は
奉
仕
活
動
に
生
き

が
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
せ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、そ
う
し
た
元
気

で
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
高

齢
者
が
多
く
な
れ
ば
、
明
る

く
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
は
疑
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

非
力
な
私
に
そ
の
お
手
伝

い
が
十
分
に
で
き
る
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
長
く

地
方
行
政
に
携
わ
っ
た
者
の

最
後
の
ご
奉
公
と
考
え
、
お

役
に
立
て
る
よ
う
努
め
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

� 常務理事・事務局長　藤井　伸

就任あいさつ
� 常務理事・事務局長　杉　�潔

退任あいさつ
　

就
任
・
退
任
挨
拶

令
和
令
和
５５
年
度
年
度

県老連の役職 地 　 区 市 町 村 連 名 市 町 村
老連の役職 新任者 氏名 前任者 氏名

常 務 理 事 会 長 推 薦 ― ― 藤 井 　 　 伸 杉 　 　 　 潔
理　　 事 備 前 吉備中央町 会 　 長 上 田 万 寿 男 土 井 二 六 敏

備 中 笠 岡 市 副 会 長 髙 田 省 一 郎 宇 根 山 　 肇
美 作 真 庭 市 会 　 長 綱 島 　 正 志 美 甘 　 　 彰

評 議 員 備 前 備 前 市 副 会 長 三 宅 　 　 陽 杉 山 　 玄 意
瀬 戸 内 市 次 期 会 長 天 野 　 雅 景 中 尾 　 博 延
吉備中央町 副 会 長 草 地 　 博 之 上 田 万 寿 男

備 中 笠 岡 市 副 会 長 鏡 山 　 輝 雄 髙 田 省 一 郎
里 庄 町 監 事 西 崎 　 康 男 平 野 　 槙 吉

美 作 鏡 野 町 会 長 佐 々 木 茂 宣 藤 本 　 信 男
新 庄 村 会 長 田 中 　 寛 一 岡 本 　 　 勇
美 咲 町 会 長 岡 田 　 　 壽 岡 部 真 三 郎

（※市町村老連の役職・新任者氏名は定時評員会議案資料による）
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　市町村老連の推薦をもとに、令和４年度に
実施した会員加入促進運動の表彰クラブが決
まりました。受賞された単位クラブの皆様、
おめでとうございます。また、ご尽力ありが
とうございました。
　多くの方に加入していただくため、県老連
では「単位クラブ年間１名純増運動」に取り
組んでいます。引き続きご協力をよろしくお
願いします。

単位クラブ（２２クラブ）
倉敷市　１クラブ 熊坂老人クラブ
津山市　３クラブ 白寿会

衆楽会
大久保楽友会

井原市　１クラブ 東水砂福祉会
総社市　１クラブ 元町いきいきクラブ
備前市　１クラブ 伊部きらきら会
瀬戸内市１クラブ 曙浜老人クラブ
赤磐市　５クラブ 門前長寿会

熊山もみじ会
桜が丘西５丁目さくらクラブ
福田老人クラブ福寿会
町苅田老人クラブ

真庭市　３クラブ 宮地クラブ
新町クラブ
笑話会

浅口市　３クラブ 大内ちとせ会
鶴鳴会
駅前ときわぎクラブ

和気町　１クラブ 坂本藤の花クラブ
里庄町　１クラブ クレスト南老人クラブ
矢掛町　１クラブ 中川福寿会
新規クラブ（４クラブ）
倉敷市　２クラブ 倉敷市さくら会老人クラブ

熊坂老人クラブ
笠岡市　１クラブ 山城いきいきシニアクラブ
早島町　１クラブ にゅーはやしまテラス
復活クラブ（１クラブ）
美作市　１クラブ 栄町老人クラブ若葉会

合計 ２７クラブ（15 市町老連）

　

令
和
５
年
６
月
29
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
き
ら
め

き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
本
年
度
第

１
回
の
女
性
委
員
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
女

性
委
員
38
名
中
28
名
で
し
た
。

　

県
老
連
安
田
会
長
、
延
原
女

性
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
延
原

委
員
長
の
進
行
で
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
令
和
５
年
度
の

事
業
方
針
と
、
女
性
委
員
会
活

動
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

協
議
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
一
般
社
団
法

人
岡
山
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
常
務
理
事
の
松
尾
敏
子
先

生
の
指
導
に
よ
り
、
折
り
紙
で

「
や
っ
こ
」
を
折
り
、「
や
っ
こ

つ
な
ぎ
」
に
よ
っ
て
「
か
ご
」

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
和
気

あ
い
あ
い
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

第第
4545
回回  

県
老
連

県
老
連
　　

女
性
委
員
会
総
会
開
催

女
性
委
員
会
総
会
開
催

総会議事総会議事

折り紙体験折り紙体験

会員加入促進運動会員加入促進運動
表　彰表　彰

中国中国・・四国ブロック老人クラブ四国ブロック老人クラブ

リーダー研修会 開催されるリーダー研修会 開催される

県老連参加者一同県老連参加者一同 事例発表(赤磐市老連若手委員会副委員長 前田達男氏)事例発表(赤磐市老連若手委員会副委員長 前田達男氏)

　

令
和
５
年
７
月
６
日（
木
）

～
７
日（
金
）の
両
日
、
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
山
口
市

に
お
い
て
山
口
県
老
連
の
担
当

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２

年
度
～
４
年
度
の
3
年
間
、
岡

山
県
老
連
の
担
当
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
岡
山
県
老
連
か

ら
は
、
事
務
局
を
含
め
10
名
で

参
加
し
ま
し
た
。
中
国
・
四
国

各
県
か
ら
の
参
加
者
総
数
は

２
２
６
名
で
し
た
。

　

研
修
会
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
１
日
目

　

７
月
６
日（
木
）
　
13
時
開
会

●
主
催
者
挨
拶

山
口
県
老
連
会
長

全
老
連
副
会
長

　
来
賓
挨
拶

山
口
県
知
事（
代
読
）

山
口
市
長

●
基
調
報
告　

　
　

全
老
連�

業
務
部
長　

　
　
　
　
　

�

岡
本�

ま
ゆ
み�

氏

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課

題
」と
題
し
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

●
事
例
発
表
・
討
議

　

第
一
部

「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
健

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活

動
の
推
進
に
つ
い
て
」

鳥
取
県
、
広
島
市
、
高
知

県
の
３
団
体
が
発
表

　

第
二
部

「
会
員
増
強
及
び
後
継
者

（
次
期
リ
ー
ダ
ー
）の
育
成

に
つ
い
て
」

岡
山
県
、
広
島
県
、
香
川

県
の
３
団
体
が
発
表

　

本
県
か
ら
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
実
施

し
て
い
る
会
員
加
入
促
進

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

赤
磐
市
老
連
か
ら
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
赤

磐
市
老
連
の
皆
様
ご
苦
労

様
で
し
た
。

●
交
流
会

　

参
加
者
が
一
堂
に
会
し

た
久
し
ぶ
り
の
交
流
会
で

し
た
。

◆
２
日
目

　

７
月
７
日（
金
）
　
８
時
30
分
開
会

●
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

　
山
口
県
老
連�

女
性
委
員
会
委
員

●
事
例
発
表
・
討
議

　
　

第
三
部

「
地
域
支
え
合
い
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
」

島
根
県
、
岡
山
市
、
愛
媛

県
の
３
団
体
が
発
表

●
講
演　

　
　

松
陰
神
社�

名
誉
宮
司　

　
　
　
　
　
　

�

上
田�

俊
成�

氏

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

に
向
け
て
、
松
陰
先
生
か

ら
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心

構
え
を
学
ぶ
」
と
題
し
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

●
総
括
・
ま
と
め

山
口
県
老
連
会
長

●
閉
会
（
11
時
40
分
）

　
　
次
期
開
催
県
挨
拶
　

　
徳
島
県
老
連
会
長

　
　
主
催
者
閉
会
挨
拶
　

　
山
口
県
老
連
副
会
長

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
年
度
の
研

修
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
徳

島
県
で
開
催
の
予
定
で
す
。
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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と ぴ っ く す

津山市

津山市老人クラブ連合会　津山支部長　小野 恭三　
鶴山公園清掃奉仕

　まだ肌寒い令和５年３月16日、津山市老

人クラブ連合会津山支部は、鶴山公園清掃

をしました。
　この公園清掃奉仕は、昭和46年から鶴

山公園と作楽神社の２か所で始めました。

今年もコロナのため昨年と同じく、来られ

た人から順次鶴山公園に入って頂き、10時

に挨拶と注意事項の説明があり始まります。

皆さんそれぞれ自分の思いつくところで、草

取りゴミ拾いの清掃作業開始。たくさんの

草、ゴミを役員にて一か所に集めました。こ

んなにたくさんあるのかと思いました。今日

は小雨を心配しましたが、11時の終了時間

までなんとか雨も降らず無事終わりました。

毎年恒例の行事ですが、200人の参加の皆

さん今年も桜の開花を心配しながら３月25

日のオープニングを楽しみにされています。

　後日今年の桜まつり来園者は、昨年より

早く10万人になったようです。多くの県外

の方が来られ楽しまれたと思います。

　私たち老人クラブも鶴山公園を皆で楽し

くきれいにできたこと、そして健康で参加で

きたことに感謝しています。
　これが老人クラブ三大運動のテーマ「健

康、友愛、奉仕」だと思います。

瀬戸内市

瀬戸内市老人クラブ連合会邑久支部　佐井田ゲンキ会会長　正富 利行　
佐井田ゲンキ会

　「佐井田ゲンキ会」は瀬戸内市老連・邑久

支部21単位クラブの一つ、旧邑久町本庄

地区にある４自治会の高齢者(ほとんどが

「ホワイト」)で組織されています。令和５

年度の会員数は38人(女性２２人、男性16

人)、平均年齢は85歳、最高齢は102歳です。

　令和２～４年度の３年間はコロナ禍で活

動らしい活動はできませんでしたが、清掃

奉仕活動の一環として資源ごみ回収に年

４、５回取り組み、市補助金の足しにしま

した。
　また、コロナ禍が一時小康状態になった

令和４年７月には、会食・ワイワイガヤガヤ
はできませんで
したが、社会福
祉協議会から“プ
レーカー”（こど
もの移動遊び場）
に来ていただき、
60年以上前にタ

イムスリップして昔遊びで楽しい一時を過

ごしました。
　その他の活動としては、「佐井田ゲンキ

会ニュース」を年５回発行しています。4自

治会では昔から共通の神社仏閣があり、今

でも諸行事を執り行っていますので老人ク

ラブ関連以外のニュースも掲載しています。

　最後に特筆すべき事として、佐井田ゲン

キ会には2人の聾啞の方がいます。「どうし

て私らには声を掛けてくれないの、入会し

たらいけないの？」これには返す言葉が即座

に見つかりませんでした。

里庄町

浜中団地東老人クラブ　会長　安原 達人　

いきいき健康体操

　私どもが暮らしている浜中団地東地区は笠
岡市と接しており、ミュージシャンの藤井風君
の生家があります。
　会員数は128名で、いきいき健康体操・健
幸ラジオ体操・レクレーション・元気アップ教
室（ミニ講演会）・ボランティア活動などの活
動を通じて健康維持・フレイル予防に努めてい
ます。
　コロナ禍で老人クラブの活動も影響を受け
ましたが、会員の健康維持に向けてウィズコロ
ナを目指して活動しています。
　特に注力しているのは「いきいき健康体操」
です。
　年間を通じて毎週木曜日に地区公会堂に集
合し、祝祭日も無休で開催しています。最初
は10名前後でしたが今では20名を超える日
も多々あります。個人個人の体力に応じて手
足に重りで負荷をかけ、歌を歌いながらゆっ

くりとした動きで体操をしています。一見する
とたいしたことは無さそうですが継続により効
果抜群です。
　歩行困難の方は付き添いボランティア（里
ちゃんつきそい隊）が送迎します。杖を使って
公会堂へ来ていた方が杖なしでも来れるよう
にもなっています。毎回体操の後で茶話会が
始まります。お茶とお菓子を用意しますが会話
が弾んで体操の時間よりも長時間楽しんでい
ます。毎週地域の人々と顔を合わせて話をする
ことで心も元気になっています。参加者からは、
体調がよくなった、週１回のふれ合いが楽しみ、
新しい友人が増えて嬉しい、外出の機会が増
えた、など好意的な声をいただいています。
　コロナ後においては、一人でも多くの仲間を
増やし、様々な活動を通じて地域の活性化と
会員の皆さんが心身ともに健康で生き生きとし
た活動ができる魅力ある組織を目指します。

資源ゴミ回収資源ゴミ回収 昔遊び昔遊び

鶴山公園清掃

5　2023 年（令和 5年）8月



会員の

ひ ろ ば

岡山県老人クラブ連合会では令和 6 年1月に発行する「晴ればれシ
ニア岡山第30号」に掲載する皆様の作品を次の通り募集いたします。

　●俳句　　●川柳　　●短歌　　●絵手紙
　●投稿文（身近な出来事、趣味などについて400字程度）
※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※ 編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の場合

は事務局により選考させていただく場合があることをご了承ください。

【応募先】	〒700-0807	岡山市北区南方２－１３－１きらめきプラザ内
	 岡山県老人クラブ連合会　晴ればれシニア岡山	作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和５年10月31日（火）
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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る
津
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は
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弥
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前
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集
落
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に
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知
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小
学
生
、一
般
の
方
に
は
昔
か
ら
語

り
継
が
れ
て
い
る
現
代
民
話
。
中
学
校

で
は
教
室
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歴
史
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の
人
物
、
地
名
な

ど
の
出
て
く
る
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説
民
話
を
語
り
、
皆
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ん
目
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面
目
に
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を
言
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て
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、
中
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。
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老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2023年7月15日～9月15日まで
2024年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2023年3月作成　22TC-102744

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2023年
2024年

2023年
2024年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ
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企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　116,688 人
■クラブ数
　　　2,297 クラブ

（令和5年3月末現在）

県老連の行事について
令和５年度 ４月〜７月の会議等

４月２5日(火) 健康づくり推進委員会 実 施
４月２7日(木) 中国ブロック連絡協議会 実 施
５月１1日(木) 県老連監事監査会 実 施
５月２5日(木) 第1回理事会 実 施
６月１6日(金) 定時評議員会 実 施
６月２3日(金) 第2回理事会 実 施
６月２9日(木) 女性委員会総会 実 施
７月   6日(木)

　7日(金)
中国・四国ブロック老人クラ
ブリーダー研修会 実 施

令和5年度 岡山県総合社会福祉大会
10月１3日(金) 岡山市民会館 開催予定

第52回 全国老人クラブ大会
11月  ８日(水)

～ ９日(木) 秋田市 開催予定

令和５年度（第48次） 岡山県老人福祉大学 日程　
岡	山

きらめきプラザ
倉	敷

倉敷市芸文館
津	山

津山文化センター
高	梁

高梁総合文化会館
９月 7 日㈭ ー 27 日㈬ 14 日㈭
10月 10 日㈫ 3 日㈫ 27 日㈮ 20 日㈮
11月 14 日㈫ 10 日㈮ 29 日㈬ 22 日㈬
12月 ー 7 日㈭ ー ー
※日程は講師の都合などにより変更することがあります。

令和５年度高齢者地域リーダー研修会 日程　

岡山 6 月 26 日㈪ き ら め き プ ラ ザ
高梁 7 月 14 日㈮ 高 梁 市 文 化 交 流 館
津山 7 月 26 日㈬ 津山市総合福祉会館
美作 8 月 7 日㈪ 湯郷地域交流センター
倉敷 9 月 1 日㈮ くらしき健康福祉プラザ

※日程は講師の都合などにより変更することがあります。

「地域の元気づくり事業「地域の元気づくり事業」」実施団体の決定実施団体の決定
　本年度の「地域の元気づくり事業」実施団体が決まりました。
　本年度は、１４市町村老連の１８団体で、２０の事業が実施される予定です。実施団体の皆様、よろしく
お願いします。
　この事業は、「健康づくり・介護予防活動」と「次世代育成支援（世代間交流）事業」、「友愛活動事業」に
ついて、新たに活動を開始したり、これまでの活動をリニューアルするなどにより、地域の元気づくりに
取り組む市町村老連や地区(学区)老連、単位クラブを支援するもので、県老連の主要な事業の１つです。

令和５年度

編
集
後
記

　５月８日、新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置
付けが、季節性インフルエンザと同じ５類に変更になりまし
た。しかし、感染リスクがなくなったわけではありません。
引き続き、感染防止には十分に気を付けてください。そし
て、コロナを乗り越え、老人クラブで仲間とともに元気に
楽しい時間を過ごしてください。また、未加入の人への声
掛けもよろしくお願いします。

■令和5年度 地域の元気づくり事業（健康づくり・次世代育成・シルバー） （単位：円）
市町村 実施団体 健康づくり 次世代 シルバー 小	計

1
倉敷市

玉島地区老人クラブ連合会　 70,000 70,000
2 中島学区老人クラブ連合会 20,000 20,000
3

津山市
津山市老人クラブ連合会 70,000 70,000

4 　　　　　〃 30,000 30,000
5

井原市
芳井地区老人クラブ連合会 70,000 70,000

6 門田楽寿会   70,000 70,000
7 総社市 総社市老人クラブ連合会 30,000 30,000
8 高梁市 有漢地域老人クラブ 70,000 70,000
9

新見市
長屋長寿会 70,000 70,000

10 新見駅前老人クラブ鶴亀会 70,000 70,000
11 備前市 東鶴山老人クラブ鶴寿会 70,000 70,000
12

瀬戸内市
瀬戸内市老人クラブ連合会 70,000 70,000

13 　　　　　〃 70,000 70,000
14

赤磐市
赤磐市老人クラブ連合会 70,000 70,000

15 吉井支部仁美学区老人クラブ 70,000 70,000
16 真庭市 真庭市老人クラブ連合会北房支部 70,000 70,000
17 浅口市 須恵シニアクラブ 70,000 70,000
18 美作市 美作市老人クラブ連合会英田支部 60,000 60,000
19 和気町 田ケ原老人クラブさつき会 40,000 40,000
20 西粟倉村 西粟倉村老人クラブ連合会 70,000 70,000

合計 500,000 420,000 310,000 1,230,000
※�シルバーとは、シルバー基金の運用益を活用して支援するもので、友愛活動事業、友愛活動とその他の
活動との複合事業などを対象としています。

お
詫
び
と
訂
正

本紙第２８号（令和５年１月号）に次のとおり誤りがございました。お詫びして訂正いたします。
４頁　岡山県老人クラブ連合会会長表彰 ( 一般功労者 )

　　・高瀬 周治氏～田中 武氏の８名　誤 高梁市 → 正  新見市
　　・森本 昌子氏　　　　　　　　 　 誤 総社市 → 正  勝央町
　岡山県保健福祉部長表彰　　         　　・誤 江口 邦夫氏 →  正  江口 邦夫氏

５頁　厚生労働大臣表彰（優良単位クラブ）　・誤 岩元　愽氏 →  正  岩元 博氏
　受賞参加者写真　   ・誤 岩本　博氏 →  正  岩元 博氏

2023 年（令和 5年）8月　8

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。 私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。


